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１月の生活目標 

     規則正しい生活をしよう 

 

 

子どもを真ん中に伸び行く年に 
校長 山下 裕司 

 明けましておめでとうございます。 
 あらたな年を迎え、本日より３学期がスタートしました。 
 さて、今年は「乙巳」の年。「乙（きのと）」は、獣の骨の形からできた 
象形文字で、後に縺れた糸を骨ベラ「乙」を使ってもつれを解くという意味 
があります。「乙女」も髪をとくことから生まれたのかもしれません。萌ゆ 
る夏の花という意味もあるようです。「巳」は、蛇の形からできた象形文字 
で、植物に種子ができ始める、次の命が誕生する時期という意味があります。 
蛇が脱皮をして、新しい姿が現れる、そんなイメージをさせる年です。 
 令和７年は、三小もそんな年を迎えます。 
 ３学期は、各教科の単元開発の学習で身に付けた汎用性のある力を活用し 
て、大きく２つのことに取り組みます。 
 １つは、３学期のメイン行事となる展覧会です。展覧会というと図工が、 
メインの教科となりますが、作品を作るにあたっては、各教科で身に付けた 
思考力、判断力、表現力をいかし、構想を立てて創作していきます。学習の 
過程には、仲間のよさに気付き、問いをもち、その問いを解決するために、 
協働します。さらに、新たな問いをもち、問いを発展させながら作品作りを 
進め個々に文脈をもって単元の学習を進めていくのです。図工の単元開発に 
よって、各学年の子どもたちの自立した学びが育まれてきました。そのゴールが、展覧会となります。 
 今年度の展覧会は、一人一人のストーリーが伝わるように期間を拡張し、最終の土曜日は、授業ではなく、
親子で鑑賞できるようにしました。その会話の中で、子どもたちの成長がきっと感じられることでしょう。 
 もう１つは、「マイプラン学習」です。全学年の３学期の単元開発です。１，２学期の探究的な単元開発の
学習で培った力を生かし、単元に自由進度学習に取り組みます。学習環境と学習の手引きをもとに自分で計画
を立てて、自分のペースで学習を進めます。個人習得学習です。教師も学習環境の一つとして、個別の支援、
指導に当たります。一人一人の状況を把握し、形成的評価を行いながら、個々の習得を見守っていきます。 
 この２つの取組は、新たな三小のスタイルであり、次の命の誕生を感じさせる取組なのです。 
 「巳」には、胎児の形も表しています。学校は子どもを真ん中にして、育むことを通して、大人自身が何を
大切にし、どうすればよいかを見極め、学び続けることが、次の世代を誕生させていくのです。 
 全ての人が、伸びゆく姿になりますように祈ります。 

１月の行事予定
月 火 水 木 金 土 

  １ 元日 ２ ３ ４ 

 

６     ７ 

冬季休業日終 

８ 

始業式 

４時間授業 

計測（６年） 

９ 

給食始 

計測（５年） 

１０ 
朝読書 

大掃除 

計測（４年） 

ミニ音楽会（５年）

１時間目 

１１ 

 

１３     

成人の日 

１４ 

児童朝会 

１５ 

集会 

計測（３年） 

１６ 

計測（２年） 

１７ 

朝読書 

計測（１年） 

１８ 

 

２０    B 

委員会 

２１ 

児童朝会 

２２ 

音楽朝会 

２３ 
なかよしグループ 

２４ 
朝読書 

カンガエル防災

（４年）２・３時間

目 

２５ 

 

２７    B 

クラブ 

２８ 

児童朝会 

２９ 

 

３０ 
新１年生保護者会

（１・２年）４時間

授業 

３１ 

朝読書 

理科見学（４年） 

 

 

※１年生の授業時間については学年便りをご覧ください。 

令和７年の書初め 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教室の窓 ～持続可能な産業の未来を考える～ 第５学年担任  岡 夏子

   
５年生は、社会と総合的な学習の時間を通して、産業について学習しています。 
１１月２１日（木）には、児童それぞれの関心に基づいた４つの産業のコース別で社会科見学に行きまし

た。どのコースも、日常の学習内の体験や社会科の学習を通して課題を設定し、それに合った見学場所を自
分たちで考え計画しました。それぞれの学習の文脈に沿った探究的な見学により、産業に関わる方々の工夫
を知り、社会科で学んだ知識を実感することのできる実り多い見学となりました。 
３学期には、これまでの様々な学びや体験を通して見出したそれぞれの産業の現在の問題点を振り返り、

未来の産業の在り方について考えていきます。一人一人ができることを考え、持続可能性の視点をもって、
未来の提案をしていきます。この学習を生かし、身近な社会を「自分ごと」として考えられる学びを深めて
いきたいです。そして、いよいよ最高学年になる準備が始まります。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 

三小の安全指導について         生活指導主任 山本 典子 

三小では、月の初めに安全指導日を設けています。月の重点テーマについて、学級・学年で朝や下校前の時間

を使って指導しています。内容は交通安全や学校内外での安全、防災についてなど、どれも子どもたちにとって

身近でご家庭でもお話しいただいているようなものです。しかし、学校で改めてみんなで考えることにより、 

子どもたちは再認識したり再発見したりすることがあり、とても大切な時間になっているように思います。 

「自分の身は自分で守る」を合言葉に、安全な毎日、楽しい学校生活を送れるよう、これからも子どもたちと

話し合い、考えていきます。

三鷹中央学園の窓 

「三鷹中央学園」通信 
「三鷹中央学園」通信    学園合同あいさつ運動 

 １１月２２日(金)に四中、２６日（火）に三小、２８日（木）に七小で学園合同あいさつ運動を行い

ました。四中の生徒会の生徒と三小、七小の代表委員児童が一堂に会し、校門の前に立って登校する子

供たちに、元気よく挨拶をしました。四中は挨拶を返してくれた人を集計しました。三小は色々な方言

で挨拶をしたり、七小は横断幕を作って促したりと、挨拶の声が広がるよう、学校ごとに工夫を凝らし

ました。明るい挨拶をお互いにすることで、気持ちよく一日が始められたことと思います。 

毎号、三鷹中央学園各校の様子が分かる HPの QR

コードを掲載します。ぜひ、各校の取り組みをご

覧ください。 

学園各校の様子「四中」 

 

学園各校の様子「七小」 

 

学園各校の様子「三小」 

 

 

 

 


